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【
漢
検
漢
字
文
化
研
究
奨
励
賞
】
佳 

作

「
盡
頭
」「
盡
處
」考
―
如
何
に
し
て
明
治
・
大
正
期
の
小
説
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
―

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

修
士
課
程
2
年　

富
田 

美
乃
里

　

は
じ
め
に

　

一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
「
は
ず
れ
」
に
つ
い
て

　

二
、
近
代
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　
　
　

二
―
一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例

　
　
　

二
―
二
、
明
治
・
大
正
期
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
性
質

　

三
、
中
国
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　
　
　

三
―
一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例
（
詩
・
学
問
書
類
）

　
　
　

三
―
二
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例
（
白
話
小
説
）

　

四
、
和
語
「
ハ
ヅ
レ
」
と
漢
語
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
接
触

　
　
　

四
―
一
、
唐
話
学
関
連
書
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」

　
　
　

四
―
二
、
読
本
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　

五
、
明
治
・
大
正
期
の
小
説
と
白
話
語
彙

　
　
　

五
―
一
、
幸
田
露
伴
と
白
話
小
説

　
　
　

五
―
二
、
森
鷗
外
と
白
話
小
説

　

六
、
総
括

　

七
、
今
後
の
課
題

は
じ
め
に

　

明
治
・
大
正
期
の
小
説
類
で
は
、
し
ば
し
ば
現
代
で
は
馴
染
み
の
な
い
表
記
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

明
治
・
大
正
期
は
、
日
本
語
が
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
書
き
言
葉
は
、
従
来
の
漢

学
の
知
識
に
加
え
、
急
速
に
流
れ
込
ん
で
き
た
西
欧
諸
国
の
概
念
の
融
合
に
よ
り
、
多
く
の
新
漢
語
や

和
製
漢
語
が
生
み
出
さ
れ
た
時
期
で
、新
し
い
語
や
表
記
と
古
く
か
ら
の
語
や
表
記
が
共
存
し
て
い
た
。

こ
の
大
変
化
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
言
葉
や
表
記
も
あ
れ

ば
、消
え
て
し
ま
っ
た
可
能
性
の
あ
る
言
葉
や
表
記
も
多
く
あ
る
。
今
回
は
、「
消
え
て
し
ま
っ
た
表
記
」

と
い
う
も
の
に
注
意
し
て
、
明
治
・
大
正
期
に
使
わ
れ
た
語
彙
を
調
べ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
当
時

使
わ
れ
て
い
た
語
の
う
ち
、「
読
み
」
は
別
の
表
記
で
残
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
表
記
だ
け
が
消

え
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
に
着
目
し
た
。
あ
る
特
定
の
時
期
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
消
え
て
し
ま
っ
た
語

と
い
う
の
は
、
元
々
ど
の
よ
う
に
し
て
表
記
と
し
て
定
着
し
、
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
本
稿
は

そ
う
い
っ
た
疑
問
か
ら
出
発
し
た
。

一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
「
は
ず
れ
」
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
山
田
俊
雄
氏
の
『
こ
と
ば
散
策
』（
岩
波
新
書　

一
九
九
九
年
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
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い
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、語
義
の
変
遷
と
共
に
そ
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
と
し
た
。

『
こ
と
ば
散
策
』
の
中
で
、
こ
の
表
記
に
は
、「
空
間
」「
場
所
」
を
表
す
「
は
ず
れ
」
と
い
う
読
み
が

当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
和
語
の
「
は
ず
れ
」
を
当
て
て
熟
字
訓
と
い
う
形
で
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

尚
、
読
み
に
当
て
ら
れ
て
い
る
和
語
の
「
は
ず
れ
」
と
い
う
語
自
体
は
日
本
に
古
く
か
ら
根
付
い
て

い
た
表
現
で
、
様
々
な
資
料
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に
一
部
例
を
挙
げ
て
お
く
。

『
狭
衣
物
語
』  1　

一
〇
六
九
―
七
七
年

1　

御
几
帳
の
は
づ
れ
、
け
ざ
や
か
に
見
え
さ
せ
給
へ
る
御
髪
の
か
か
り

『
史
記
抄　

十
四
』
一
三
六
八
―
七
九
年

2　

 

身
ノ
重
モ
ノ
ハ
堂
ノ
ハ
ツ
レ
ニ
ハ
イ
ヌ
事
ゾ
。
自
然
堂
カ
ラ
ア
イ
マ
チ
ニ
落
タ
リ
ナ
ン
ド
カ
セ
ウ

ズ
ラ
ウ
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
ゾ

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
用
例
か
ら
、「
は
ず
れ
」と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、平
仮
名
・
片
仮
名
の「
は
づ
れ（
は

つ
れ
）」「
ハ
ヅ
レ
（
ハ
ツ
レ
）」、
漢
字
の
「
外
れ
」「
端
れ
」
が
散
見
さ
れ
、
表
記
の
揺
れ
が
大
き
い

語
で
あ
る
可
能
性
が
窺
え
る
。

　

次
に
、
今
回
問
題
と
し
た
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
自
体
は
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
今
回
調
べ
た
限
り
で
、
古
い
も
の
と
し
て
次
の
例
が
見
つ
か
っ
た
。
尚
、「
盡
處
」

の
用
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
一
三
八
一
年　

二
月
二
十
六
日　

義
堂
周
信
  2

3　

君
即
問
湯
治
何
日
、
余
答
、
今
月
盡
頭
必
定
矣

『
大
学
垂
加
先
生
講
義
』
一
六
七
九
年　

山
崎
闇
斎
  3

4　

至
善
と
云
へ
ば
只
善
と
ば
か
り
の
こ
と
に
非
ず
、
至
極
盡
頭
の
善
也

　

用
例
3
、
4
か
ら
、
今
回
問
題
と
し
た
「
盡
頭
」
と
い
う
表
記
は
、
明
治
・
大
正
期
以
前
、
中
世
の

頃
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
表
記
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
「
読
み
」
に
つ
い
て
は
、
3
、
4
の

文
体
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
例
は
「
ハ
ヅ
レ
」
と
は
読
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

語
義
と
い
う
面
で
は
、
用
例
4
に
見
ら
れ
る
「
今
月
盡
頭
」
は
、「
今
月
の
終
わ
り
ま
で
は
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、「
盡
頭
」
を
「
時
間
の
範
囲
」
を
表
す
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
次
の

用
例
4
に
お
け
る
「
盡
頭
」
の
意
味
は
、「
至
極
盡
頭
」、
つ
ま
り
「
究
極
の
更
に
極
点
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
必
ず
し
も
明
治
・
大
正
期
の
用
例
と
同
様
の
「
空
間
」「
場
所
」

の
意
味
を
表
し
て
い
た
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

で
は
こ
の
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
と
、「
は
づ
れ
」
と
い
う
読
み
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
結
び
付
い
た
の
か
。
ま
た
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
は
い
つ
か
ら
「
空
間
」「
場
所
」
を
示
す
表

記
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
う
ち
、
よ
り
表
記
と
意
味
の
結
び
つ
き
が
分
か
り
づ
ら
い
「
盡
頭
」
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を
中
心
に
、
語
義
に
注
意
し
な
が
ら
そ
の
表
記
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
近
代
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　

山
田
（
一
九
九
九
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、「
場
所
」
を
意
味
す
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
近
代
の
例
を
二
―
一
に
挙
げ
る
。
用
例
検
索
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
青

空
文
庫
』
に
、『
日
本
語
用
例
検
索
』  4

を
使
用
し
て
行
っ
た
。

　

用
例
検
索
と
並
行
し
て
、「
盡
頭
（
尽
頭
）」「
盡
處
（
尽
処
）」
が
当
時
ど
の
程
度
一
般
的
な
表
記
で

あ
っ
た
か
の
確
認
を
取
る
為
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
以
外
の
表
記
で
、
現
在
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
平
仮
名

表
記
の
「
は
ず
れ
（
は
づ
れ
）」
と
漢
字
表
記
の
「
外は

ず

れ
」、
更
に
「
端は

ず

れ
」
の
検
索
を
行
い
、
用
例
数

の
比
較
・
検
討
を
行
っ
た
  5

。
尚
、「
外
れ
」「
は
づ
れ
」
に
つ
い
て
は
、
検
索
を
行
っ
た
場
合
、
場
所

を
表
す
以
外
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
（「
的
外
れ
」
等
）
の
検
出
が
非
常
に
多
か
っ
た
為
、「
場
所
」

に
限
定
で
き
る
よ
う
に
「
外
れ
」「
は
づ
れ
」
と
の
共
起
率
の
高
い
「
町
」「
村
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
付
け

た
。
結
果
は
、「
町
外
れ
」
が
三
十
一
例
・「
村
外
れ
」
が
二
十
六
例
、
計
五
十
七
例
と
、「
町
は
づ
れ
」

が
三
十
例
・「
村
は
づ
れ
」
が
十
二
例
の
計
四
十
二
例
。
そ
し
て
、「
端
れ
」
が
八
十
三
例
　6

で
あ
っ
た
。

一
方
で
「
盡
頭
」
が
十
四
例
、「
盡
處
」
は
二
例
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、場
所
を
あ
ら
わ
す
「
は

づ
れ
」
を
表
す
表
記
と
し
て
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
は
決
し
て
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺

え
た
。

二
―
一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例

　

「
盡
頭
」
に
つ
い
て
は
右
で
述
べ
た
よ
う
に
検
索
シ
ス
テ
ム
で
十
四
の
用
例
が
見
つ
か
っ
た
が
、「
盡

處
」
に
つ
い
て
は
二
例
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
検
索
で
見
つ
か
っ
た
十
四
例
に
加
え
山

田
（
一
九
九
五
）
を
参
考
に
、
鷗
外
の
著
書
か
ら
探
し
出
し
て
補
っ
た
。

　

「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
用
例
は
、
左
か
ら
年
代
順
に
記
載
し
、
初
出
の
資
料
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
そ
の
影
印
を
載
せ
る
。
尚
、
用
例
文
中
の
太
文
字
は
引
用
者
が
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
年

代
は
全
て
発
表
年
代
と
す
る
。

【
盡
頭
の
例
】

『
金
色
夜
叉
』
一
八
九
七
年　

尾
崎
紅
葉

5　

行
き
行
き
て
車
は
こ
の
小
路
の
盡は

づ

れ頭
を
北
に
折
れ
、
や
や
広
き
街
に
出
で
し
を

『
重
右
衛
門
の
最
後
』
一
九
〇
二
年　

田
山
花
袋

6　

 

そ
の
頃
、
村
の
盡は

づ

れ頭
に
老
婆
と
一
緒
に
駄
菓
子
の
見
世
を
出
し
て
、
子
供
等
を
相
手
に
、
亀
の
子

焼
な
ど
を
商
つ
て
、
辛
う
じ
て
其
日
の
生
活
を
立
て
て
行
く
女
が
あ
っ
た
。

『
雁
坂
越
』
一
九
〇
三
年　

幸
田
露
伴

7　

猶な
ほ

村
の
盡は

づ

れ頭
ま
で
連つ

れ
立だ

っ
て
來
た
お
浪な

み

に
別わ

か

れ
て
我わ

が
村む

ら

へ
と
飛と

ぶ
が
如ご

と

く
に
走は

し

り
歸か

へ

っ
た
。
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『
平
凡
』
一
九
〇
七
年　

二
葉
亭
四
迷

8　

縁え
ん

側が
は

の
盡は

づ

れ頭
の
雪ゆ

き

江え

さ
ん
の
部へ

屋や

で
、
雪ゆ

き

江え

さ
ん
の
聲こ

ゑ

で
、

『
燈
明
之
巻
』
一
九
三
三
年　

泉
鏡
花

9　

こ
っ
ち
の
町
盡は

づ

れ頭
の
、
茶
店
…
…
酒
場
か
。
…
…
ざ
っ
と
ま
あ
、
饂
飩
屋
だ
。

【
盡
處
の
例
】

『
幽
霊
塔
』「
第
四
十
六
回　

奇
と
云
え
ば
」
一
八
九
九
年　

黒
岩
涙
香

10　

余
「
ハ
イ
彼
の
村
の
盡は

づ

れ処
に
昨
年
か
ら
住
ん
で
居
ま
す
」

『
読
売
新
聞
』「
女
歌
舞
伎
操
の
一
舞
」
一
八
八
九
年
十
一
月
五
日
掲
載　

鷗
外
漁
史
  7　

三
木
竹
二　

同
稿

11　

し
か
も
多た

氣げ

の
御ご

じ
や
う
か

城
下
盡は

づ

れ處
に

『
調
高
矣
洋
絃
一
曲
』  8　

一
九
〇
五
年　

森
鷗
外

12　

 

上
手
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
村
界
の
心
に
て
、
黑
塗
の
剝
げ
た
る
十
字
架
を
立
て
、
こ
れ
に
下
手
に
製
へ

た
る
血
付
き
の
耶
蘇
の
人
形
を
掛
け
、
都
べ
て
ザ
ラ
メ
ア
村
盡
處
の
體
。

12
＊　

引
返
し　

ザ
ラ
メ
ア
村
は
づ
れ
の
場　

ク
レ
ス
ボ
オ
宅
前
の
場　

エ
ス
ト
レ
マ
ヅ
ラ　

山
の
場

『
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
』
一
九
〇
五
年　

森
鷗
外

13　

別
に
仕
方
も
な
い
こ
と
故
、
町
盡
處
の
サ
ン
、
マ
ル
テ
ン
と
い
ふ
處
迄
往
つ
て
、

　

山
田
（
一
九
九
五
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
鷗
外
の
用
例
（
12
か
ら
13
）
に
つ
い
て
は
、
ル
ビ

が
振
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
唯
一
ル
ビ
が
確
認
で
き
た
『
読
売
新
聞
』
掲
載
の
用
例
11
、
ま
た
、

12
＊
に
見
ら
れ
る
「
ザ
ラ
メ
ア
村
盡
處
」
と
「
ザ
ラ
メ
ア
村
は
づ
れ
」
の
対
応
関
係
に
従
っ
て
、「
ハ
ヅ
レ
」

と
読
ま
れ
て
い
た
と
類
推
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
―
二
、
明
治
・
大
正
期
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
性
質

　

『
青
空
文
庫
』
の
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
う
ち
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
表
記
は
一
八
八
〇
年
代
後

半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
作
品
ま
で
の
間
に
用
例
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
後
の
年
代
の
用

例
に
つ
い
て
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
昭
和
前
期
（
一
九
二
六
～
四
五
年
）
ま
で
の
間
に
、
元
々
使
用

頻
度
の
少
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
表
記
が
消
え
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、『
青
空
文
庫
』
以
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
読
売
新
聞
』  9

の
『
明
治
・
大
正
の
読
売
新
聞

C
D-

R
O
M
』
で
も
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
検
索
を
行
っ
た
が
、
鷗
外
と
竹
二
が
掲
載
し
た
小
説
（
用
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例
11
）
以
外
の
使
用
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
見
つ
か
っ
た
用
例
11
は
、『
読
売
新
聞
』
に
掲
載

さ
れ
た
例
で
あ
る
。
当
時
の
『
読
売
新
聞
』
は
小
新
聞
（
所
謂
大
衆
向
け
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
）
で
あ
っ

た
た
め
、
鷗
外
の
作
品
に
つ
い
て
も
総
ル
ビ
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

語
義
に
つ
い
て
は
、
70
頁
の
用
例
3
、
4
に
見
ら
れ
た
時
間
を
表
す
意
味
や
、
極
点
を
表
す
意
味
を

持
つ
例
は
見
当
た
ら
ず
、
掲
載
し
た
用
例
も
含
め
、
発
見
さ
れ
た
「
盡
頭
」「
盡
處
」
は
全
て
「
場
所
」

を
表
す
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

三
、
中
国
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　

山
田
（
一
九
九
五
）、
山
田
（
一
九
九
九
）
で
は
、
明
治
・
大
正
期
に
表
れ
た
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と

い
う
表
記
が
中
国
由
来
の
所
謂
「
漢
語
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
古
代
か
ら
近
代

ま
で
、
絶
え
間
な
く
漢
語
を
受
け
入
れ
続
け
て
き
た
。「
盡
頭
」「
盡
處
」
も
そ
の
範
疇
で
あ
る
が
、
い

つ
の
時
代
に
、
ど
う
い
っ
た
文
献
を
媒
体
と
し
て
日
本
に
流
入
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
、
で
は
、

中
国
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
広

い
時
代
の
用
例
、
ま
た
多
様
な
文
献
の
用
例
に
目
を
通
し
、
中
国
に
お
け
る
語
義
（「
盡
頭
」「
盡
處
」

の
元
来
の
意
味
）
や
、
ど
う
い
っ
た
資
料
に
多
く
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
か
確
認
し
た
。

　

用
例
集
め
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
建
国
以
来
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
の
叢
書
を
網
羅
し
、
多
様
な

文
献
を
収
録
し
て
い
る
『
四
庫
全
書
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
。
ま
ず
総
検
索
す
る
と
、「
盡
頭
」

の
例
が
六
百
五
十
四
例
、「
盡
處
」
の
例
が
千
九
百
九
十
五
例
発
見
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
中
国
で
よ
く
使

わ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
次
項
に
、
見
つ
か
っ
た
例
の
う
ち
、
時
代
、
文
献
、

語
義
に
お
い
て
参
考
と
な
る
用
例
を
挙
げ
る
。

三
―
一
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例
（
詩
・
学
問
書
類
）

【
盡
頭
の
例
】

『
絶
句
漫
興
詩
』
唐
代　

杜
甫　
　
　
　
　
　
　
　

『
朱
子
語
類
』
巻
十
四　

一
二
七
〇
年

14　

腸
斷
春
江
欲
盡
頭
、
杖
藜
徐
歩
立
芳
州　
　
　

15　

便
是
道
理
十
分
盡
頭

『
性
理
大
全
書
』
一
四
一
五
年

16　

山
之
極
高
處
平
陽
晉
州
蒲
坂
山
之
盡
頭

【
盡
處
の
例
】

『
朱
子
語
類
』
巻
十
五　

一
二
七
〇
年　
　
　
　
　
　

『
法
書
考
』
一
三
三
一
年

17　

須
窮
極
事
物
之
理
到
盡
處　
　
　
　
　
　
　
　
　

18　

筆
止

遣
至
盡
處

『
性
理
大
全
書
』
一
四
一
五
年

19　

受
業
去
後
須
窮
究
道
理
到
盡
處
也

　

『
四
庫
全
書
』
で
の
検
索
の
結
果
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
語
は
、
右
の
例
の
よ
う
な
詩
類
及
び
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そ
の
注
釈
書
類
、
そ
し
て
学
問
書
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
窺
え
た
。

　

用
例
14
の
杜
甫
の
詩
は
、「
盡
頭
」
と
い
う
語
が
唐
代
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
他
の
詩
類
に
お
い
て
も
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
は
多
く
見
ら
れ
、『
全
唐
詩
』『
御
選
宋
詩
』

『
元
詩
選
』
等
の
詩
選
集
に
多
く
の
用
例
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

用
例
16
、
19
の
『
性
理
大
全
』
と
い
う
の
は
、
性
理
学
（
朱
子
学
に
同
じ
）
の
学
問
書
で
あ
る
。
用

例
15
、
17
の
『
朱
子
語
類
』
も
朱
子
学
の
学
問
書
で
、
日
本
に
も
鎌
倉
末
期
に
伝
来
し
て
い
る
。
朱
子

学
（
儒
学
）
以
外
の
学
問
書
類
で
は
、
特
に
仏
教
関
連
、
禅
宗
関
連
の
資
料
（『
祖
堂
集
』
九
五
二
年
）

等
に
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

　

用
例
18
は
書
道
に
関
す
る
指
導
書
で
あ
る
。
書
道
、
水
墨
画
に
関
す
る
資
料
（『
畫
禅
室
随
筆
』

一
六
世
紀
）
等
に
も
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
用
例
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
語
義
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
お
け
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
は
「
場
所
」
を
表
す
も

の
だ
け
で
な
く
、「
極
点
」
や
、「
終
わ
り
」
を
意
味
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。「
道
理
が
極

ま
る
」、
つ
ま
り
「
極
点
」
と
い
う
意
味
を
表
す
15
、
19
の
例
や
、「
筆
を
止
め
る
と
こ
ろ
」
と
し
て
「
終

わ
り
」
を
意
味
し
て
い
る
18
が
、
そ
の
具
体
的
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
中
国
で
使
わ
れ
て
い
た

元
々
の
意
味
は
、「
場
所
」
に
限
定
し
た
意
で
は
な
く
、
本
稿
の
一
、
で
挙
げ
た
日
本
の
用
例
3
、
4

の
よ
う
に
、「
終
わ
り
」
や
「
尽
き
た
と
こ
ろ
（
極
点
）」
と
い
う
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
用
例
4
、
5
に
つ
い
て
は
作
者
が
義
堂
周
信
、
山
崎
闇
斎
と
い
っ
た
、
禅

宗
、
儒
学
（
朱
子
学
）
の
学
僧
、
学
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
学
問
書
を
介
し
て
「
盡
頭
」「
盡
處
」

と
い
っ
た
語
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
日
本
に
流
入
し
て
き
た
道
筋
と
し
て
、
ま
ず
初
め
に
漢
詩
類
や
儒

教
や
仏
教
関
連
の
学
問
書
を
介
し
た
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
経
路
の
み
で
考
え
た
場
合
、
元
は
広
い
意
味
を
持
ち
、
学
問
書
や
漢
詩
類
で
使
用
さ

れ
て
い
た
表
記
が
、
明
治
期
頃
ま
で
に
、「
空
間
」「
場
所
」
を
表
す
限
定
的
な
意
味
と
な
っ
て
日
本
の

小
説
類
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
和
語
で
あ
る
「
ハ
ヅ
レ
」
と
い
う
読
み
が
当
て
ら
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
合
理
的
な
説
明
が
し
に
く
い
。
特
に
、漢
詩
や
学
問
書
と
い
っ
た
性
質
の
漢
籍
の
語
彙
に「
ハ

ヅ
レ
」
と
い
っ
た
和
語
の
読
み
を
当
て
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
別
の
可
能
性
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
目
を
向
け
た
の
が
、
日
本
に
特
に
強
い
影
響
を
与
え
た
中
国
の
文
献
の
う
ち
、
先
程
確

認
し
た
『
四
庫
全
書
』
に
収
録
さ
れ
な
い
、「
白
話
小
説
」
類
で
あ
る
。「
白
話
小
説
」
と
は
、文
言
（
書

き
言
葉
）
で
記
述
さ
れ
て
き
た
従
来
の
中
国
文
学
作
品
と
違
い
、
話
し
言
葉
に
近
い
白
話
文
（
口
語
）

で
書
か
れ
た
も
の
で
、
宋
代
に
そ
の
様
式
が
成
立
し
た
小
説
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
大
変
な
人
気

を
博
し
、
日
本
文
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
次
項
で
は
、
こ
う
い
っ
た
白
話
小

説
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
用
例
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三
―
二
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
使
用
例
（
白
話
小
説
）

　

白
話
小
説
中
の
用
例
検
索
に
は
、
北
京
国
学
時
代
文
化
伝
播
有
限
公
司
制
作
の
、『
国
学
備
要
』
を

用
い
た
。
そ
し
て
、
検
出
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
特
に
日
本
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
小
説

類
の
用
例
を
左
に
掲
載
す
る
。
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【
盡
頭
の
例
】

『
水
滸
傳
』
第
二
十
二
回　

閻
婆
大
閙
鄆
城
縣
○
朱　

義
釋
宋
公
明　

一
五
世
紀

20　

柴
進
喚
一
箇
荘
客
，
點
一
碗
燈
，
引
領
宋
江
東
廓
盡
頭
處
去
淨
手
。

『
喻
世
明
言
』
第
二
巻　

陳
御
史
巧
勘
金
敘
鈿　

一
七
世
紀

21　

梁
尚
賓
一
向
夫
妻
無
縁
，
到
此
説
了
盡
頭
話
，
○
一
口
氣
，

『
警
世
通
言
』
第
二
十
一
巻　

趙
太
租
千
里
送
京
娘　

一
七
世
紀

22　

只
見
家
家
閉
戸
，
到
盡
頭
處
，
一
個
小
小
人
家
，
也
，
開
着
門
。

『
醒
世
恒
言
』
第
六
巻　

小
水
灣
天
狐
詒
書　

一
七
世
紀

23　

可
憐

：

仗
劍
長
安
悔
浪
遊
，
歸
心
一
片
水
東
流
。
北
堂
空
作
斑
衣
夢
，
涙
灑
白
雲
天
盡
頭
。

【
盡
處
の
例
】

『
水
滸
傳
』
第
六
十
一
回　

呉
用
智
賺
玉
麒
麟　

張
順
夜
閙
金
沙
渡　

一
五
世
紀

24　

正
走
之
間
，
不
到
天
盡
頭
，
須
到
地
盡
處
。 10

『
喻
世
明
言
』
第
十
三
巻　

張
道
陵
七
試
趙
昇　

一
七
世
紀

25　

走
到
盡
處
，
有
生
成
石
門
两
扇
。

『
醒
世
恒
言
』
第
二
十
一
巻　

呂
洞
賓
飛
劍
斬
黄
龍　

一
七
世
紀

26　

「
弟
子
蒙
我
師
度
脱
，
超
離
生
死
，
長
生
妙
訣
，
俺
道
門
中
輪
回
還
有
盡
處
麼
？
」

　

語
義
に
注
意
し
な
が
ら
白
話
小
説
で
検
出
さ
れ
た
用
例
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
天
盡
頭
（
天
の
は
て
）」

「
地
盡
處
（
地
の
は
て
）」
と
い
っ
た
比
喩
的
な
表
現
を
含
め
る
と
「
空
間
」「
場
所
」
を
表
す
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
用
例
全
体
の
約
八
割
で
あ
り
、
多
く
確
認
で
き
た
。
本
稿
に
記
載
し
た
用
例
で

は
、
20
、
22
～
26
の
例
が
、「
空
間
」「
場
所
」
を
表
す
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

更
に
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
は
、
用
例
20
、
24
の
『
水
滸
伝
』
や
、
21
～
23
、
25
、
26
の
『
三
言
』（『
喻

世
明
言
』『
警
世
通
言
』『
醒
世
恒
言
』）、
本
稿
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、『
西
遊
記
』
や
『
金
瓶
梅
』

の
よ
う
に
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
白
話
小
説
類
等
で
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
白
話
小
説
を
介

し
て
日
本
に
流
入
し
て
き
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
『
水
滸
傳
』
や
『
三
言
』
は
岡
嶋

冠
山
、
岡
白
駒
と
い
っ
た
唐
話
学
者
ら
に
よ
る
注
釈
書
・
翻
訳
が
出
て
お
り
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、深
く
浸
透
し
て
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、次
項
で
詳
し
く
触
れ
る
。

四
、
和
語
「
ハ
ヅ
レ
」
と
漢
語
「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
接
触

　

次
に
、
中
国
語
由
来
の
「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
、
如
何
に
し
て
和
語
の
「
は
づ
れ
」
と
接
触
を
持
っ

た
の
か
確
認
し
た
い
。

　

三
、
に
お
い
て
、
日
本
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
資
料
、
特
に
口
語
的
資
料
で
あ
る
白
話
小
説
に
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注
目
し
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
た
具
体
的
な
用
例
を
列
挙
し
た
。
こ
う
い
っ
た
中
国
白
話
小
説
は
江
戸
時

代
の
初
頭
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
中
期
以
降
流
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
文
語

調
の
文
献
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
目
新
し
く
興
味
を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
返
り
点
、
訓
点
を
打
っ
て
読
ん
で
き
た
日
本
人
が
直
ち
に
白
話
を
読
め
る
訳
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
読
み
物
が
広
ま
る
に
あ
た
っ
て
は
、
白
話
文
を
読
解
で
き
る
仲
介
者
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
白
話
小
説
に
訓
点
を
つ
け
、
更
に
「
通
俗
物
」
と
し
て
世
に
送
り
出
す
仲
介
を

し
た
の
が
、「
唐
話
学
者
」
と
呼
ば
れ
る
者
達
で
あ
る
。
そ
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
、
元
長
崎
唐

通
事
の
岡
嶋
冠
山
で
あ
る
。
唐
通
事
を
辞
め
、
唐
話
学
者
と
な
っ
た
冠
山
の
登
場
以
降
、
冠
山
を
中
心

と
し
て
、
岡
白
駒
、
陶
山
南
濤
等
を
含
む
優
れ
た
唐
話
学
者
が
登
場
し
た
。
四
―
一
は
、
唐
話
学
者
ら

が
制
作
し
た
唐
話
辞
書
類
中
に
見
ら
れ
た
「
盡
頭
」
の
例
を
記
載
す
る
。
尚
、「
盡
處
」
の
用
例
は
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

四
―
一
、
唐
話
学
関
連
書
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」

『
唐
話
便
覧
』
一
七
二
五
年　

岡
嶋
冠
山

27　

東
ノ
廊
ノ
キ
ツ
ハ
シ
ニ
カ
ク
レ

『
唐
音
雅
俗
語
類
』
一
七
二
六
年　

岡
嶋
冠
山

28　

ロ
ウ
カ
ノ
ハ
シ
ニ
行
テ　

『
水
滸
傳
譯
解
』
一
七
二
七
年　

岡
白
駒
　

艮
齊
編

29　

町
ハ
ヅ
レ

『
忠
義
水
滸
傳
解
』
一
七
五
七
年　

陶
山
南
濤

30　

町
ハ
ヅ
レ

『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
一
七
五
七
年
～
一
七
八
四
年　

岡
嶋
冠
山

31　

マ
チ
ハ
ヅ
レ
ノ　
　
　

32　

ケ
イ
コ
バ
ノ
ハ
ツ
レ
 11

　
　

　
　
　

 

33　

市
稍
ニ
至
テ　
　

イ
チ
ハ
ヅ
レ
ニ
イ
タ
リ
テ

『
小
説
字
彙
』
一
七
九
一
年　

著
者
の
姓
名
不
明

34　

盡
頭
話　

ア
イ
ソ
ヅ
カ
シ
ヲ
云

※
「
盡
處
」
の
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

用
例
27
、
28
、
少
し
期
間
が
空
い
て
、
31
、
32
、
33
が
、
岡
嶋
冠
山
の
注
釈
、
翻
訳
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
 12

。
27
、
28
は
そ
れ
ぞ
れ
「
盡
頭
」
に
「
キ
ツ
ハ
シ
」「
ハ
シ
」
と
意
味
を
添
え
て
い
る
。
尚
、
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27
に
つ
い
て
は「
キ
ツ
ハ
ン
」に
見
え
る
が
、そ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
の
で「
キ
ツ
ハ
シ
」つ
ま
り「
切

端
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
切
端
」
と
は
「
あ
る
も
の
の
一
部
」
を
意
味
し
、

こ
こ
で
は
「
廊
下
の
端
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
29
、30
、31
、は
そ
れ
ぞ
れ
「
ハ
ヅ
レ
」
と
な
っ

て
い
る
。
尚
、32
は
「
盡
頭
」
で
は
な
く
「
盡
稍
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
に
は
「
盡

稍
」
と
書
い
て
「
ハ
ヅ
レ
」
と
読
む
例
が
多
く
あ
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。
34
は
、「
愛

想
が
尽
き
る
」
と
い
う
意
訳
で
あ
り
、「
空
間
」「
場
所
」
を
表
す
意
味
で
は
な
い
が
、
三
―
二
で
挙
げ

た
用
例
21
と
対
応
す
る
注
釈
と
な
っ
て
い
る
の
で
掲
載
し
て
お
く
。

　

29
、
30
は
「
市
稍
盡
頭
」
と
い
う
、『
水
滸
伝
』
に
度
々
登
場
す
る
表
現
で
、
こ
こ
に
初
め
て
「
盡
頭
」

と
「
ハ
ヅ
レ
」
の
接
触
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
水
滸
伝
』
を
初
め
と
す
る

中
国
白
話
小
説
、
及
び
、
そ
れ
に
関
す
る
岡
嶋
冠
山
ら
を
中
心
と
し
た
唐
話
学
者
ら
の
翻
訳
、
注
釈
書
・

辞
書
類
が
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
解
釈
、
読
み
仮
名
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

窺
え
た
。
尚
、
29
～
33
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
市
梢
」「
市
稍
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、「
梢
」「
稍
」

と
表
記
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
次
項
か
ら
、
白
話
小
説
の
中
で
も
、
後
世
へ
の
影
響
が
強
く
、
資
料
も

多
く
残
っ
て
い
る
『
水
滸
伝
』、
ま
た
『
水
滸
伝
』
に
関
わ
る
資
料
を
糸
口
と
し
て
、
読
本
類
に
焦
点

を
あ
て
て
「
盡
頭
」「
盡
處
」
を
追
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四
―
二
、
読
本
に
見
ら
れ
る
「
盡
頭
」「
盡
處
」

　

次
に
触
れ
た
い
の
が
、
漢
籍
に
精
通
し
、『
水
滸
伝
』
を
中
心
と
す
る
白
話
小
説
類
の
翻
訳
、
ま
た

は
翻
案
を
出
版
し
た
読
本
小
説
の
作
者
等
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
読
本
」
と
い
う
の
は
、
井
原
西
鶴
を

代
表
と
す
る
江
戸
前
期
の
浮
世
草
子
が
中
心
で
あ
っ
た
日
本
の
読
み
物
と
は
少
し
異
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
白
話
小
説
が
広
め
ら
れ
た
後
、多
く
の
漢
語
が
流
入
し
、絵
で
は
な
く
文
章
が
主
軸
と
な
る「
読
本
」

と
い
う
分
野
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
都
賀
庭
鐘
が
そ
の
草
分
け
で
、
こ
れ
以
後
、
上
田
秋
成
、
山
東

京
伝
、
曲
亭
馬
琴
な
ど
、
江
戸
後
期
の
読
本
小
説
の
担
い
手
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

読
本
作
者
の
中
で
も
、
曲
亭
馬
琴
は
『
水
滸
伝
』
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
多
く
の
関
連
書
籍
を
執
筆

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬
琴
の
著
作
に
注
目
し
て
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
用
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
馬
琴
は
一
七
九
六
（
寛
政
八
）
年
に
は
『
水
滸
伝
』
を
全
面
的
に
借
用
し
た
『
高
尾
船
字
文
』
を

出
し
、
そ
の
十
年
後
、
文
化
二
年
に
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
初
編
十
巻
を
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
出
版

さ
れ
た
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
が
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の
半
ば
ま
で
百
五
十
年
間
読
み
継
が
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
文
脈
は
先
述
し
た
『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
実
質
九
割
以
上
が
、『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
曲
亭
馬
琴
が
手
が
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強
い
が
、
実
際
馬
琴
が
手
が
け
た
の
は

十
分
の
一
ほ
ど
（
初
編
の
み
）
で
、
残
り
（
二
編
以
降
）
は
高
井
蘭
山
が
手
が
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
馬
琴
が
手
が
け
た
と
さ
れ
る
範
囲
（
初
編
）
で
、
次
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
新
編
水
滸
畫
傳
』
初
編　

巻
之
六　

一
八
〇
五
年　

曲
亭
馬
琴　

高
井
蘭
山

35　

市ま

ち

は

づ

れ

稍
盡
頭
に
ゆ
き
て
見
れ
ば

　

次
に
、
高
井
蘭
山
の
担
当
し
た
二
編
か
ら
も
一
つ
用
例
を
載
せ
て
お
く
。
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『
新
編
水
滸
畫
傳
』
二
編
、
巻
之
十
二

36　

已
に
正
南
の
盡は

づ

れ稍
に
至
り

　

四
―
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
35
の
「
市
稍
盡
頭
」
は
、
今
ま
で
あ
た
っ
て
き
た
中
国
白
話
小
説
に
多

く
登
場
し
、『
水
滸
伝
』
本
文
、
日
本
で
行
わ
れ
た
翻
訳
、
注
釈
で
、「
町
ハ
ヅ
レ
」
と
訓
訳
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
用
例
も
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
編
の
「
盡
稍
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、
中
国
の
水
滸
伝
に
は
な
か
っ
た
言
葉
で
、『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
の
影
響
を
強
く
受
け

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
訳
文
に
関
し
て
は
、
曲
亭
馬
琴
の
担
当
し
た
初
編
は
精
密
な
訳
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
蘭
山
の
訳
は
忠
実
な
物
で
は
な
か
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
13

。
尚
、
よ
り
多
く
の
用
例
集

め
を
試
み
た
が
、『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
と
同
様
、
後
半
は
文
脈
や
表
現
の
改
変
が
多
く
、
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
同
じ
曲
亭
馬
琴
の
用
例
で
見
つ
か
っ
た
「
盡
處
」
の
用
例
も
紹
介
し
た
い
。
用
例
の
元
の
文

献
は
、
馬
琴
の
代
表
作
で
、
江
戸
時
代
以
降
も
、
日
本
の
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
南
総
里
見

八
犬
伝
』
で
あ
る
。
尚
、『
八
犬
伝
』
で
は
「
盡
頭
」
の
例
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
壱
巻　

一
八
一
四
年

第
二
回　

安あ

房は

は
東と

う

南な
ん

の
盡は

づ

れ處
な
れ
ば

第
二
十
三
回　

村む
ら

盡は

ず

れ處
ま
で
送お

く

り
け
り

第
二
十
八
回　

焼や
き

刃ば

の
盡に

ほ

ひ處
、
天そ

ら

に
虹こ

う

睨げ
い

の
引ひ

く
如ご

と

く

第
六
十
四
回　

彼か

し

こ處
は
犬い

ぬ

村む
ら

の
野の

は

づ

れ

盡
處
に
て
、
返

た
ま
が
へ
し

璧
と
字

あ
ざ
な

せ
り
。

第
七
十
六
回　

里さ
と

盡は

づ

れ處
な
る
庚か

う

申し
ん

の
荒あ

れ

だ

う

廢
堂
投さ

て
出い

で

に
け
り
。

第
七
十
七
回　

奴わ
ら

家は

を
軈や

が

て
人さ

煙と

盡は

づ

れ處
な
る
庚か

う

申し
ん

堂だ
う

へ
牽ひ

き

も
て
去ゆ

き

て
、

　

第
二
十
八
回
の
「
盡に

ほ

ひ處
」
と
い
う
の
は
、右
に
挙
げ
た
馬
琴
の
用
例
以
外
に
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
前
後
の
文
脈
 14

を
参
考
に
す
る
と
、
刀
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

箇
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
、「
盡
處
」
に
当
て
ら
れ
て
い
る
「
に
ほ
ひ
」
と
は
、

刃
物
や
染
色
等
で
色
の
濃
淡
を
つ
け
る
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
刃
物
に
お
け
る
「
に
ほ
ひ
」
と
い
う

の
が
、
間
接
的
に
「
端
」
の
部
分
を
示
す
こ
と
か
ら
、
馬
琴
が
当
て
字
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
く
意
識
し

て
「
盡
處
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
用
例
に
は
、「
ハ
ヅ
レ
」「
ハ

テ
」
と
い
う
読
み
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
意
味
も
「
場
所
」「
空
間
」
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
新
編
水
滸
畫
傳
』『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
と
い
っ
た
、
馬
琴
の
著
作
の
用
例
か
ら
は
、
読
本

作
者
ら
が
唐
話
学
者
ら
の
翻
訳
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
著
作
の
中
で
意
訳
を
ふ
っ
て
取
り
入

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
辺
り
か
ら
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
意
識
的
に
個
人
の
作
品

の
中
で
使
わ
れ
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

尚
、「
盡
處
」
の
用
例
を
挙
げ
る
の
は
右
が
初
め
て
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
や
小
説
三
言
に
用
例
は
あ
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る
が
、
翻
訳
、
辞
書
類
で
は
「
盡
處
」
と
い
う
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由

は
、
注
釈
を
つ
け
る
ま
で
も
な
く
、「
盡
き
る
處
」
と
し
て
、
容
易
に
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
語
彙

だ
か
ら
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
「
盡
頭
」
の
方
は
、「
頭
」
と
い
う
接
尾
辞
が
用
い

ら
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
意
味
が
分
か
り
づ
ら
く
、
注
釈
及
び
和
訳
す
る
必
要
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
明
治
・
大
正
期
の
小
説
と
白
話
語
彙

　

二
、
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
最
初
に
挙
げ
た
用
例
を
含
ん
だ
小
説
類
の
作
者
は
、
森
鷗
外
、
三
木
竹

二
（
鷗
外
の
弟
）、
二
葉
亭
四
迷
、
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
田
山
花
袋
と
い
う
、
当
時
の
知
識
階
級

の
者
達
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
期
の
知
識
階
層
は
、
基
本
的
に
漢
文
の
「
素
養
」
と
い
う
も
の
を
備
え

て
お
り
、
漢
籍
や
近
世
中
国
語
の
知
識
が
深
か
っ
た
。
特
に
森
鷗
外
、
そ
し
て
今
回
用
例
に
は
な
か
っ

た
が
、
夏
目
漱
石
な
ど
、
当
時
の
文
壇
の
中
心
人
物
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
小
説
以
外
に
も
、
多
く

の
漢
文
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
「
漢
文
の
素
養
を
備
え
て
い
る
」
と

い
う
だ
け
で
は
、
彼
ら
が
白
話
小
説
類
及
び
そ
れ
ら
の
要
素
を
多
く
取
り
込
ん
だ
読
本
か
ら
「
盡
頭
」

「
盡
處
」と
い
っ
た
特
定
の
語
を
採
用
し
、自
ら
の
小
説
に
練
り
こ
ん
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
知
識
階
級
と
白
話
、
読
本
類
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

明
治
期
の
知
識
人
階
級
と
白
話
小
説
の
接
点
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
最
初
に
触

れ
た
い
の
が
、
森
鷗
外
、
三
木
竹
二
、
幸
田
露
伴
、
尾
崎
紅
葉
ら
四
人
に
共
通
す
る
雑
誌
、『
め
さ
ま

し
草
』
で
あ
る
。『
め
さ
ま
し
草
』
は
鷗
外
の
弟
の
三
木
竹
二
、森
鷗
外
、幸
田
露
伴
、斉
藤
緑
雨
が
『
し

が
ら
み
草
紙
』
の
後
を
つ
い
で
創
刊
し
た
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
一
月
に
出
さ
れ
た
一
号
か

ら
、
一
九
〇
二
年
二
月
の
五
十
六
号
ま
で
続
い
た
雑
誌
で
、
内
容
は
、
主
に
当
時
発
表
さ
れ
て
い
た
小

説
類
の
批
評
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
十
号
か
ら
三
十
一
号
に
か
け
て
は
、
そ
の
批
評
対
象
を
『
村
井
長

庵
巧
破
傘
』『
好
色
一
代
女
』『
水
滸
伝
』『
浮
世
道
中
膝
栗
毛
』『
神
霊
矢
口
渡
』『
琵
琶
記
』
等
の
日

本
や
中
国
の
古
典
書
籍
に
あ
て
て
行
っ
て
い
る
。

　

白
話
小
説
で
あ
る
『
水
滸
伝
』
の
回
に
お
い
て
は
、
通
常
の
小
説
類
批
評
よ
り
も
議
論
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
15

、
馬
琴
・
蘭
山
の
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
等
の
翻
訳
本
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
森
槐
南
の
研

究
を
元
に
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
鷗
外
ら
の
よ
う
な
漢
文
の
知
識
が
深
い
知
識

階
級
に
と
っ
て『
水
滸
伝
』と
い
う
作
品
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
項
、五
―
一
、

五
―
二
で
は
、
特
に
漢
文
に
精
通
し
て
い
た
代
表
的
な
例
と
し
て
、
露
伴
と
鷗
外
に
つ
い
て
、
彼
ら
の

白
話
小
説
、
白
話
語
彙
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。

五
―
一
、
幸
田
露
伴
と
白
話
小
説

　

最
初
に
、『
水
滸
伝
』
と
い
う
作
品
と
非
常
に
関
わ
り
の
深
い
幸
田
露
伴
か
ら
見
て
い
く
。
露
伴
は

自
身
の
小
説
『
雁
坂
越
』（
一
九
〇
三
年
）・
用
例
7
に
お
い
て
「
盡は

づ

れ頭
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
先

述
し
た
『
め
さ
ま
し
草
』
の
一
八
九
七
年
刊
行
の
巻
之
二
十
『
水
滸
伝
』
に
お
い
て
は
、
特
筆
す
べ
き

発
言
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
自
身
で
『
水
滸
伝
』
を
翻
訳
、
翻
案
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

近
世
白
話
小
説
語
彙
に
も
よ
く
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。露
伴
が
翻
訳
し
た『
水
滸
傳
』は
、
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非
常
に
忠
実
に
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
左
に
そ
の
用
例
を
載

せ
て
お
く
。

『
國
譯
漢
文
大
成
』
一
九
二
三
年　

幸
田
露
伴

　
　
　
　
　
　

「
水
滸
傳　

上
」

二
六
四
頁　

楊や
う

志し

的て
き

の
馬う

ま

早は
や

く
跑か

け
て
教

け
う
ぢ
や
う

場
の
盡じ

ん

頭と
う

に
到い

た

り　

【
注
】
は
づ
れ

四
六
六
頁　

東と
う

廊ら
ん

盡じ
ん

頭と
う

の
處

と
こ
ろ

に
去ゆ

い
て
浄

じ
や
う
し
ゆ

手
せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　

「
水
滸
傳　

中
」

二
一
頁　

三
箇こ

市し

梢せ
う

盡じ
ん

頭と
う

に
来ら

い

到と
う

す
、

二
六
頁　

天て
ん

の
盡じ

ん

頭と
う

に
到い

た

ら
ざ
る
も
、
早は

や

く
地ち

の
盡つ

く
る
處

と
こ
ろ

に
到い

た

り
て　

【
注
】
は
づ
れ

三
六
六
頁　

只た
だ

用も
つ

て
天て

ん

の
盡じ

ん

頭と
う

に
走そ

う

一
遭さ

う

し
了れ

う

し

五
三
〇
頁　

天て
ん

の
盡じ

ん

頭と
う

に
到い

た

ら
ず
ば
、
地ち

の
盡じ

ん

處し
ょ

に
到い

た

る
べ
し

　
　
　
　
　
　

「
水
滸
傳　

下
」

四
一
九
頁　

龔き
ょ
う
か
そ
ん

家
村
の
西に

し

の
盡じ

ん

頭と
う

の
柳り

う

大た
い

郎ら
う

の
處

と
こ
ろ

に
到い

た

り
て

　

訳
、
注
と
も
に
幸
田
露
伴
が
付
け
た
も
の
で
、
上
巻
は
一
九
二
三
年
に
、
下
巻
は
一
九
二
四
年
に
初

版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
訳
文
自
体
は
非
常
に
硬
く
、忠
実
に
訓
読
し
よ
う
と
し
た
姿
が
窺
え
る
。
二
、

の
用
例
7
『
雁
坂
越
』
で
は
、「
盡
頭
」
を
「
は
づ
れ
」
と
読
み
を
つ
け
て
い
た
が
、『
水
滸
傳
』
上
巻
、

中
巻
で
は
漢
文
ら
し
く
「
ジ
ン
ト
ウ
」
と
読
み
を
つ
け
、注
部
分
で
「
は
づ
れ
」
と
つ
け
る
形
態
を
取
っ

て
い
る
 16

。

　

そ
の
他
、
露
伴
は
、
先
に
載
せ
た
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
及
び
作
者
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
に
言
及
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
た
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
明
治
四
十
四
年
に
は
、「
八
犬
伝
」「
椿

説
弓
張
月
解
題
」「
馬
琴
日
記
鈔
論
評
」「
題
水
滸
伝
」「
馬
琴
の
小
説
と
そ
の
当
時
の
実
社
会
」「
馬
琴

佳
作
集
に
題
す
」
等
の
題
の
、
短
い
文
章
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
漢
文
・
漢
籍
に
詳
し
く
、
ま
た
、
日
本
の
文
学
に
お
い
て
も
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い

う
表
記
を
よ
く
用
い
て
い
た
馬
琴
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
露
伴
が
中
国
白
話
小
説
、
読
本
類
か
ら

語
彙
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

五
―
二
、
森
鷗
外
と
白
話
小
説

　

次
に
『
め
さ
ま
し
草
』
を
刊
行
し
た
三
木
竹
二
の
兄
で
も
あ
る
森
鷗
外
に
焦
点
を
当
て
、
白
話
小
説

及
び
読
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

　

鷗
外
も
ま
た
、
漢
文
や
漢
詩
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
今
回
は
鷗
外
の
漢
語
と
い

う
も
の
に
焦
点
を
当
て
、
小
島
憲
之
『
こ
と
ば
の
重
み
』（
新
潮
選
書　

一
九
八
四
年
）
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
漢
語
を
中
心
と
し
た
研
究
を
参
考
に
す
る
。
小
島
（
一
九
八
四
）
は
、
鷗
外
が
用
い
た
語
彙
の
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出
自
を
追
っ
て
い
く
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
主
に
、
小
島
氏
個
人
が
見
慣
れ
な
い
語
や
、
疑
問
を
持
っ

た
語
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
小
島
（
一
九
八
四
）（
一
七
三
頁　

第
八
「
葫
蘆
」）
の
中
で
、
森

鷗
外
が
度
々
使
用
し
て
い
る
語
彙
の
う
ち
、
小
島
憲
之
氏
が
見
慣
れ
な
い
漢
語
と
し
て
、
中
国
の
「
近

世
語
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
特
に
「
盤ば

ん

纒せ
ん

」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
記
述
に
注
目
し
た
。

『
独
逸
日
記
』
一
八
八
四
～
八
年　

森
鷗
外

37　

 

其
相
識
の
婦
人
皆
旅
行
す
る
と
き
は
、
自
家
の
み
郷
に
留
り
て
、
人
の
盤
纒
乏
き
を
疑
は
ん
を
慮

り
、
夫
を
勧
め
て
旅
行
す
る
な
り
。

　

こ
の
「
盤ば

ん

纒せ
ん

」
と
い
う
言
葉
は
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
用
例
を
探
す
過
程
で
、
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』

に
も
見
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
白
話
小
説
が
日
本
に
流
入
す
る
に
至
っ
て
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
同
様

に
、
唐
話
学
者
に
よ
っ
て
注
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

『
水
滸
傳
譯
解
』
一
七
二
七
年　

岡
（
白
駒
）

艮
齋

38　

ロ
ギ
ン　

旅
途
ノ
コ
ヅ
カ
イ　
　

『
水
滸
伝
字
彙
外
集
』
作
者
・
年
代
不
明

39　

盤
纒
、
ロ
ヨ
ウ
 17　

　

こ
の
「
盤
纒
」
は
読
本
類
に
も
多
く
散
見
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
左
に
一
部
例
を
挙
げ
て
お
く
。

『
忠
臣
水
滸
伝
』
山
東
京
伝

40　

便
機
に
乗
て
盤ろ

纒ぎ
ん

を
う
ば
ひ
と
ら
ん
と
す

40
＊　

彼
金
な
く
て
は
陸
奥
い
く
だ
る
路ろ

費ぎ
ん

に
さ
へ
こ
と
を
か
き

『
新
編
水
滸
畫
傳
』
曲
亭
馬
琴
、
高
井
蘭
山

41　

身
を
終を

は

る
ま
で
盤つ

か

纒ひ
が
ねは

、
こ
ゝ
ろ
を
添そ

へ

て
得
さ
せ
ん

　

40
は
馬
琴
の
師
で
あ
っ
た
山
東
京
伝
の
著
作
『
忠
臣
水
滸
伝
』
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
例
で
「
ロ

ギ
ン
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
40
＊
は
、
同
じ
読
み
「
ロ
ギ
ン
」
の
違
う
表
記
と
し
て
載
せ
て
お
く
。
41

は
馬
琴
の
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
に
見
ら
れ
た
例
で
、「
ツ
カ
ヒ
ガ
ネ
」
と
読
み
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

「
盤ば

ん

纒せ
ん

」
も
『
水
滸
伝
』
等
の
中
国
白
話
小
説
に
多
く
登
場
す
る
語
彙
で
あ
る
 18

。
右
に
挙
げ
た
用

例
の
通
り
、
近
世
読
本
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
語
彙
で
あ
り
、
読
み
方
も
何
通
り
か
あ
る
が
、
和
語

の
読
み
を
当
て
て
い
る
例
が
多
く
見
つ
け
ら
れ
た
。「
読
み
」
に
和
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
点
や
、
散

見
さ
れ
る
資
料
元
な
ど
か
ら
、「
盤
纒
」
も
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
同
じ
よ
う
な
経
緯
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
ま
ず
初
め
に
白
話
小
説
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
彙
を
唐
話
学
者
が
読
み
取
り
、
更
に
そ

の
語
彙
を
読
本
作
者
ら
が
文
中
で
使
い
始
め
、
明
治
・
大
正
期
の
知
識
人
ら
が
、
白
話
小
説
類
、
読
本

類
双
方
を
参
照
し
て
引
き
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
、
総
括

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
今
回
問
題
と
し
た
「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
が
、
中
国
か
ら
流
入
し
て

き
た
経
路
は
二
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
が
、「
学
問
書
や
実
用
書
と
い
っ
た

漢
籍
を
介
し
て
、
中
世
か
ら
江
戸
前
期
に
か
け
て
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
語
彙
（
盡
頭
・
盡
處
）
が
日

本
の
一
部
の
学
僧
や
儒
学
者
ら
に
伝
わ
っ
た
」
と
い
う
経
路
…
①
。
二
つ
目
が
、「
中
国
白
話
小
説
が

流
入
し
、
唐
話
学
者
ら
が
翻
訳
（
通
俗
も
の
）、
注
釈
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
語
彙
（
盡
頭
・

盡
處
）
が
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
読
本
作
家
、
明
治
・
大
正
期
の
知
識
階
級
に
引
き
継
が
れ

る
経
路
」
…
②
で
あ
る
。

　

今
回
問
題
に
し
た
、
明
治
・
大
正
期
に
見
ら
れ
る
「
ハ
ヅ
レ
」
と
い
う
読
み
が
当
て
ら
れ
た
「
盡
頭
」

「
盡
處
」
と
い
う
の
が
、
②
の
経
路
を
通
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
語
義
の
面
か
ら
考
え

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
中
世
に
用
い
ら
れ
た
「
盡
頭
」
の
例
が
、
場
所
に
限
ら
ず
「
終
わ
り
」
や
「
極

点
」
を
表
す
の
に
対
し
、
明
治
・
大
正
期
の
「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
専
ら
「
場
所
」
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
た
の
は
、
中
国
か
ら
の
流
入
経
路
の
違
い
、
受
容
の
さ
れ
か
た
の
違
い
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
①
は
一
部
の
学
僧
等
が
学
問
書
の
類
を
そ
の
ま
ま
漢
籍
と
し
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
に

対
し
、
②
は
白
話
小
説
と
い
う
特
定
の
分
野
か
ら
唐
話
学
者
、
読
本
作
者
ら
と
い
っ
た
仲
介
を
経
て
流

入
し
て
き
た
。
そ
れ
故
に
、「
読
み
」
や
「
語
義
」
に
変
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
、
今
後
の
課
題

　

明
治
・
大
正
期
の
知
識
人
ら
が
、
ど
う
い
っ
た
意
図
を
持
っ
て
一
般
的
 19

で
も
実
用
的
で
も
な
い
こ

れ
ら
の
表
記
を
使
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
白
話
語
彙
を
始
め
と
す
る
複
雑
な
漢
語
や
、
諸
外
国
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
知
識
人
特
有

の
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
な
表
現
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
前
期
以
降
に
、
こ
の
表
記
が
見

ら
れ
な
く
な
る
理
由
と
し
て
も
、
徐
々
に
、
こ
う
い
っ
た
「
当
て
字
」
や
、
漢
学
の
知
識
と
い
う
も
の

の
装
飾
的
価
値
が
下
が
り
始
め
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
次
に

使
用
さ
れ
て
い
る
年
代
や
小
説
類
の
区
分
に
つ
い
て
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
盡
頭
」「
盡
處
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
作
品
の
特
徴
に
目
を
向
け
る
と
、
傾
向
と
し
て
、「
文
語
体
」

で
は
な
く
「
口
語
体
」、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
文
章
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、

本
稿
に
記
載
し
た
二
葉
亭
の
用
例
8
、
そ
し
て
鷗
外
の
翻
訳
小
説
12
、
13
に
つ
い
て
は
、
努
め
て
口
語

体
で
書
か
れ
た
小
説
類
で
あ
り
、
紅
葉
や
露
伴
に
見
ら
れ
る
5
、
7
の
よ
う
な
文
章
は
、「
雅
俗
折
衷
体
」

で
あ
る
。
文
語
体
で
書
か
れ
た
小
説
類
の
用
例
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
は
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
の
表
記
を
使
用
し
て
い
る
全
て
の
作
家
の
作
品
を
検
証
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
鷗
外
の
文
語
体
小
説
に
つ
い
て
は
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
書
い
て
「
ハ
ヅ
レ
」
と

読
む
表
記
は
、
翻
訳
小
説
類
に
の
み
見
つ
か
っ
て
い
る
 20

。『
舞
姫
』
以
降
は
、
文
語
体
と
な
り
、「
盡

頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
も
、『
作
家
用
語
索
引　

森
鷗
外
』（
教
育
社　

一
九
八
五
年
）
で
調
べ
た

限
り
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
同
じ
書
き
手
で
あ
っ
て
も
、「
盡
頭
」「
盡
處
」
と
い
う
表
記
を
使
用

す
る
文
章
も
あ
れ
ば
、
使
用
し
な
い
文
章
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
使
い
分
け
と
い
う
基
準
が
、「
文
体
」

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
現
時
点
で
立
て
ら
れ
る
仮
定
で
あ
る
。
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【
注
】

1 
『
新
編　

日
本
古
典
文
学
全
集　

狭
衣
物
語
（
2
）』
に
よ
る
。
凡
例
に
よ
れ
ば
、
各
底
本
校
合
の
う
え
本

文
を
作
成
、
ま
た
作
成
段
階
で
の
修
正
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
平
安
時
代
原
文
と
は
言
い
難
い
も

の
の
、「
は
づ
れ
」
と
い
う
表
現
が
当
時
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
一
つ
の
指
標
に
は
な
る

と
考
え
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。

2 

3
の
作
者
義
堂
周
信
は
、
南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗
の
学
僧
で
あ
る
。
梵
・
漢
の
学
に
通
じ
五
山
文
学
の
代

表
的
人
物
で
あ
っ
た
。

3 

4
の
作
者
で
あ
る
山
崎
闇
斎
は
、
江
戸
前
期
の
儒
学
者
で
、
朱
子
学
に
も
通
じ
て
い
た
。
当
然
、
漢
籍
に

も
精
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

『
青
空
文
庫
』
に
対
応
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
。

5 

『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
端
緒
」
と
書
い
て
「
ハ
ヅ
レ
」
と
読
む
例
は
発
見
で
き
な
か
っ

た
。「
端
緒
」
と
い
う
表
記
自
体
は
全
八
十
八
例
あ
っ
た
。

6 

八
十
三
例
全
て
「
場
所
」
を
表
す
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

7 

森
鷗
外
の
こ
と
。

8 

「
調
高
矣
津
弦
一
曲
」
は
、
カ
ル
デ
ロ
ン
・
デ
・
ラ
・
バ
ル
カ
の
『
サ
ラ
メ
ヤ
の
村
長
（E

l alcald
e d

e 

Z
alam

ea

）』
翻
訳
で
あ
る
。

9 

当
時
の
『
読
売
新
聞
』
は
小
新
聞
、
所
謂
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
で
あ
り
、
大
衆
向
け
の
新
聞
で
あ
っ
た
。

10 

「
盡
頭
」
と
「
盡
處
」
が
同
一
文
で
使
わ
れ
て
い
る
例
。

11 

「
盡
稍
」
は
、
中
国
語
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
ず
、
辞
書
類
を
引
い
て
も
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
冠

山
が
作
り
出
し
た
可
能
性
が
高
い
語
で
あ
る
。

12 

岡
嶋
冠
山
『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
は
、
岡
嶋
冠
山
の
訳
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
て
き
た
が
、

一
九
五
八
年
、白
木
直
也
氏
に
よ
っ
て
、疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
十
三
巻
「
通

俗
忠
義
水
滸
伝
の
編
訳
者
は
誰
か
」）、
岡
嶋
冠
山
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
自
身
、
前
半
の
部
分
は
か
な
り
忠
実
に
書
き
下
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
途
中

か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
欠
落
や
『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
を
見
る
に
あ
た
っ
て
訳
文
の
統
一
性
が
な
い
点
等
に

違
和
感
を
覚
え
、
冠
山
の
用
例
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
た
が
、
本
論
で
は
訳
者
の

違
い
が
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
の
作
者
を
岡
嶋
冠
山
と
し
て
お
き
、

詳
し
く
触
れ
な
い
で
お
く
。

13 

曲
亭
馬
琴
の
手
が
け
た
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
初
編
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
の
『
め
さ
ま
し
草
』
で
「
高
井

蘭
山
は
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
や
分
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
抜
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
馬
琴
は
ど
う
な
り
か

う
な
り
、
一
字
一
句
と
は
行
き
ま
せ
ね
ど
兎
に
角
善
く
譯
し
て
あ
る
。」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

14 

刀
か
た
な

の
鞆つ

か

を
推お

し

立た
て

て
、
刀き

つ

尖さ
き

よ
り
鍔つ

ば

下も
と

（
つ
ば
も
と
）
ま
で
、
瞬

ま
た
ゝ
き

も
せ
ず
佶き

つ

と
見
て
、「
現げ

に

音お
と

に
聞き

く
村む

ら

雨さ
め

の
宝ほ

う

劍け
ん

。
抜ぬ

け

ば
玉た

ま

散ち

る
、
露つ

ゆ

歟か

霤
し
ず
く

歟か

。
奇き

也
妙め

う

也
。
焼や

き

刃ば

の
盡に

ほ

ひ処
、
天そ

ら

に
虹こ

う

睨げ
い

の
引ひ

く
如ご

と

く
、
地ち

に
清せ

い

泉せ
ん

の
流な

が

る
ゝ
に
似に

た
り
。
豊ほ

う

城ぜ
う

三さ
ん

尺
し
や
く

の
氷

こ
ふ
り

、
呉ご

宮き
う

一い
つ

函か
ん

の
霜し

も

、
寔

ま
こ
と

に
世よ

に
稀ま

れ

な
る
べ
し
。」『
南
総
里
見
八

犬
伝
』

15 

『
め
さ
ま
し
草
』
を
参
照
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
巻
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
述
べ
て
、
議
論
を

交
わ
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
が
、『
水
滸
伝
』
の
回
に
関
し
て
は
、
三
木
竹
二
が
森
槐
南
か
ら
聞
い
て

き
た
『
水
滸
伝
』
の
成
立
・
受
容
の
研
究
に
関
し
て
の
こ
と
を
中
心
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

16 

下
巻
に
な
る
と
、
訳
全
体
が
軟
化
し
て
い
き
、
最
後
の
「
盡
頭
」
の
例
に
は
直
接
「
は
づ
れ
」
と
い
う
読

み
を
当
て
て
い
る
。

17 

路
用
の
意
。

18 

『
醒
世
恒
言
』
第
二
十
二

　
　

元
禮
變
賣
一
兩
處
爲
上
京
盤
纏
。

19 

70
頁
の
結
果
か
ら
使
用
頻
度
の
高
い
語
で
は
な
い
と
分
か
る
。

20 

翻
訳
小
説
以
外
に
は
、『
伊
澤
蘭
軒
』
中
の
漢
詩
部
分
に
「
盡
處
」
が
見
ら
れ
る
が
、小
説
類
で
は
な
い
こ
と
、

「
盡
處
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
漢
詩
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
外
と
す
る
。
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』
第
十
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年
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嶋
冠
山
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便
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一
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二
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年
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嶋
冠
山
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唐
音
雅
俗
語
類　

巻
三
』
一
七
二
六
年
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（
白
駒
）

艮
齋
『
水
滸
傳
譯
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』
一
七
二
七
年
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山
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忠
義
水
滸
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』
一
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五
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年
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山
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』
一
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五
七
～
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八
四
年

　
　

 

姓
名
不
詳
『
小
説
字
彙
』
一
七
九
一
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第
六
巻
「
通
俗
忠
義
水
滸
伝
」
汲
古
書
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一
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新
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一
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行
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一
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二
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』
岩
波
書
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一
九
三
七
年


